
【設置計画】

【凸部（ハンプ）の要求性能と標準的な構造】

・凸部は、当該部分を通行する自動車を十分に減速させる構造を標準とする。
・凸部の構造は、凸部を設置する路面から平坦部までの垂直方向の高さ、凸部を設置
する路面に対する傾斜部の縦断勾配、縦断方向の傾斜部の形状及び縦断方向の平坦
部の長さにより規定する。
・速度が１時間につき３０ｋｍを超えている自動車を十分に減速させる場合には、凸部
の構造は次による。

・狭窄部は、当該部分を通行する自動車を
十分に減速させる構造を標準とする。

・狭窄部の構造は、最も狭小な車道の幅員
により規定する。

（計画区域の設定）
・凸部等の設置の効果を高めるため、幹線道路で区画された区域や、
個別の抜け道の起点から終点までの区間等、凸部等の設置を
一体的に計画すべき範囲を設定する。

（設置箇所の選定）
・凸部等の位置は、トンネル、橋、勾配の急な箇所等を避け、近接
する交通からその存在を十分に確認できる箇所を選定する。

【狭窄部の要求性能と標準的な構造】

（１）生活道路において、歩行者又は自転車の安全な通行を確保するため、必要に応じて凸部等を効果的に設置し、自動車の速度を十分に減速
させるとともに、自動車の通行を安全性の高い幹線道路等へ誘導するよう、努める。

（２）凸部等の設置にあたっては、車両の安全な通行及び歩行者の安全かつ円滑な通行が妨げられることがないよう留意する。

【凸部等の設置に関する基本方針】

（別紙１）


